
全国で初めて！前線性降⾬を対象としたタイムラインを試⾏運⽤！
H28出⽔をふりかえり次年度に備える！

○⼈吉市、球磨村、消防団や地域の⽅々、関係機関、国、県が参加し、平成28年の防災対応を『ふり
かえる』ため検討会を開催しました。（平成29年2⽉10⽇）

○検討会開催にあたっては、事前に防災担当者による「ふりかえり会議」や検討会参加者へのアン
ケート調査及びヒアリングを実施し課題のとりまとめを⾏い、参加者全員により課題を確認し、こ
れを踏まえた改善版を⽤いて平成29年の出⽔に備えることを共有しました。

○意⾒についても提案型が多く、防災対応に対しての意識向上がみられたことは、タイムラインを試
⾏運⽤したことの⼤きな成果であると考えられます。

⼈吉市 球磨村

熊本地⽅気象台 ⼋代河川国道事務所

１ 顔の⾒える関係で状況と認識を共有

時々刻々と変化する気象の⾒通しについて、⾸⻑も参加す
るテレビ会議により質疑等双⽅向のコミュニケーションで迅速に
認識を共有し、意思決定者の判断を⽀援しました。
お互いが顔の⾒える形で情報共有を⾏うことで、適時の避
難準備情報の発令や避難所開設等、効率的な意思決定を
実現できました。

テレビ
会議

2 『ふりかえり』を⾏い、しっかりと課題の確認と改善にみんなで取り組む

防災担当者による「ふりかえり」 全体で「ふりかえる」ための検討会

全体で「ふりかえる」ための検討会

タイムラインを作成しただけでは適切な防災対応はできま
せん。防災対応を⾏う都度、タイムラインと照らし合わせて
防災⾏動の実施タイミングが適切であったか、抜けや漏れは
なかったか、など検証し改善していくことで、その地域の実情
に即したよりよいタイムラインとなっていきます。
⼈吉市と球磨村では、今年の出⽔期に延べ７回の防災
担当者によるふりかえり会議を⾏いました。
今回の検討会を踏まえ平成29年度洪⽔運⽤版をとりま
とめ、出⽔期までに再度、検討会を開催し、関係者⼀丸と
なって梅⾬・台⾵に備えます。


